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緒　 言
子どもの成長発達には、栄養補給のみならず、食物摂取行動も知能、感情、身体活動などあら
ゆる面に対し影響力の大きいことが知られている。平成17年に食育基本法1) が成立され、新た
に国民運動としての食の問題が重要視されてきている。この法律制定の背景には、食を通じた子
どもの健全育成の課題2) が存在している。朝食欠食は、従来は若年層の問題であったが、最近
では幼児層にも１割程度見られるようになっている几 幼児には１囗３回の食事では１囗に必要
な栄養補給が不十分であり、また、成長発達期の生活リズムの習慣化のためにも、１囗の始まり
である朝の食生活スタイルは重要であるＯ)。しかし、現状では上述のように朝食欠食が低年齢
化している。また並行して、小児肥満と思春期のやせ願望も低年齢化している。さらには、子育
て世代の保護者のストレス、生活習慣病も問題化してきている恆
これまで学生・子ども・母親への食育に関する意識調査は多方面で実施されてきたが7~ 几 そ
の結果を食育への取り組みへと発展させている例は多くない。これを背景に、より地域の状況に
則した食育活動・公衆栄養活動が求められている。そこで本報告では、管理栄養士を目指す本学
の学生に対して自己を振り返っての食生活状況と食育の調査、および対象学生の母親への調査、
さらには現在子育て世代である幼児の母親へ食育に関する調査を実施した。そしてその結果を基
に、学生の所属するコミュニティでの問題点をさぐり、管理栄養士を目指す学生主体で行う幼児
への食育指導の課題発見、および母親層への食育・健康教育への課題発見を試みた。以上のよう
に本報告は、食育の実態を把握し、人材育成と本学からの地域貢献を兼ねた栄養指導・健康教育
への基礎とするものである。
対象と方法
１　対象と方法
調査対象は、本大学食物栄養学科学生106名（男女　20～23歳）とその母親（または食担当の
養育者八 女性42～72歳106名）、および本学併設幼稚園の保護者である幼児子育て世代の母親（女
－29 －
性　79 名）とした。調査実施時期は、幼児の母親に対しては2007年11月、学生には2008年12月、
学生の母親に対しては2009年１月であった。
まず、学生に対しては、食生活と健康面に関する現状、小中学生時代の様子、食育への意識、
などに関する66項目からなる調査票を作成した1几 調査目的を説明した後、記名式/自己記入方
式/選択式/一部自由記載で調査票に記入してもらった。回答時間は20分程度。回収は会場提出ま
たは後日手渡しで個人ごとに提出とした。
次に、母親に対しては、調査目的を学生が口頭で説明し、さらに文書で依頼し同意を得た後、
学生と同様に、食生活と健康面に関する現状、学生の幼小時代の様子、食育への意識、などに関
する87項目の調査を行った。調査票は、記名式/自己記入方式/選択式/一部自由記載とし、郵送
により回収した。
なお、上記調査において記名式としたのは、本調査研究のプロセスを教材12）として学生自身
に利用させるためである。
幼児の母親に対しては、食生活と健康面に関する現状・子育て期の問題点・食育への意識に関
する17項目からなる調査を、無記名式/自己記入方式/選択式/一部自由記載で行った。なお、記
入会場で即座に個人が特定されないための配慮として、年齢、子どもの人数、子どもの詳細な年
齢などの質問は除外し、回収は保護者会会場での記入直後とした。
２　統計解析
得られた各種データの統計解析には、SPSS 16.0 Japanese for windows　を使用し、記述統計量、
単純集計、クロス集計、オッズ比九 戸検定に関する解析を行った。有意水準はｐ＞0.05とした。
３　倫理的配慮
本プログラムは、帝塚山大学研究倫理委員会の承認を得た上で実施された。対象者（学生とそ
の母親）に対するインフォームド・コンセント14）については、同意書を作成し、データは個人
情報保護の配慮のもとで調査研究に用いる旨を伝え、口頭と文書で協力を依頼し理解を得た。幼
児の母親には口頭と紙面で上記について説明し、無記名の調査票提出をもって協力同意とした。
結　 果
学生への調査では、106名中74名が調査票を提出した（回収率:69.8%) 。有効回答はその内の
66名であった。学生の母親への調査では、106 名中72名から同意が得られた（回収率:67.9%) 。
有効回答はその内の68名であった。幼児の母親への調査では79名全員から回答を得た（回収率:
100％）。学生の母親からは約７割の協力が得られ、郵送による回収であったことを考慮すると極
めて協力的であったといえる。一方、学生の期限までの提出は約７割程度であった。自身の勉学
に関わることでもあり、100％の回収率を期待したが、このような結果となった。理由としては、
学生への協力の周知徹底が不十分であったこと及び提出期限を長く取った（１か月）ことが考え
られる。なお、学生の調査票の有無と母親の提出の有無に相関はなく、学生は母親への調査依頼
には協力的であった。幼児の母親については、調査協力への依頼と概要説明を行った後、その場
で記入してもらったため、高い回収率となった。
各対象者層の年齢等の属性を表１に示す。幼児の母親の年齢については、個人の特定がされな
いための配慮として年齢を質問をしなかったため、正確な数字は分からないが、おおよそ20～40
－30 －
代で、特に30代が中心だったと推測される。
対象者の朝食の摂取状況を図１に示す。学生と母親については、「毎日食べる」「週５～６回食
べる」をほとんど毎日食べるとし、「週１～２回」「週３～４回食べる」を時々食べるに分類した。
幼児の父親、母親、幼児とその兄弟を含む子ども達、学生、学生の母親の各対象者層とも、大部
分がほとんど毎日朝食を摂っており、幼児の父親層も75％以上の人が朝食を摂っていた。
朝食を食べると答えた幼児の母親に、子どもと一緒に朝食を食べるか尋ねたところ、両親揃っ
て食べている人は25名(35.2%) 、どちらか一方が一緒に食べている人は29名(40.8%) だった。
学生の場合は自分一人で食べているとの回答が最も多く、約７割を占めていた（図２）。図には
示していないが、家族の誰かと一緒に食べると回答した者は全員母親または兄弟と一緒食べてい
た。学生の母親も朝食は一人で食べているとの回答が最も多く、約半数を占めていた。
朝食を摂らない理由を図３に示す。「時間がない」「食欲がない」「明確な理由がなくすでに習
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慣化」などの回答であった。また食べなくなった時期を尋ねたところ（表２）、学生については
高校生／大学生になってからが多く、学生の母親の場合はそれぞれの状況によるようであった。
ただし本質問項目では、食べない人の人数が少ないため有意のある傾向をつかむには至らなかっ
た。
また、朝食を食べた日と食べない日の違いを学生に自由記載してもらったところ、「特に変わ
らない」との回答もあったが、多くの者が「食べないと昼までにお腹がすく打 元気がでない且 食
べた方が元気や授業への集中力が違う」などと回答しており、違いを自覚している人の方が多か
った（表３）。
次に、食品の摂取状況についてみると（図４）、牛乳は、幼児とその兄弟を含む子ども達の
74.6% が毎日飲んでおり、幼児の父親も半数近くが、母親は半数以上が毎日飲んでいた。学生群
では、「牛乳が嫌い」「お腹をこわすから」などの理由により「ほとんど飲まない」と回答した者
が約３割であった。一方で、食事バランスガイドにより１日に摂ると良いとされている分量～
2SV（コップ２杯戸日）～もしくはそれ以上を飲んでいる者も約３割あった。学生の母親群でも、
「牛乳が嫌い」「お腹をこわすから」などの理由により「ほとんど飲まない」との回答が約１割あ
る一方で、３割以上の大が好ましいとされる量より多く飲んでいた。牛乳の摂取状況の質問項目
では、学生の母親群で回答が得られたのは68名中52名であり、他の質問項目より有効回答が少な
かった。単に記入漏れというよりは無回答の者は牛乳を飲む習慣がないための未回答であった可
能性がある。
野菜の摂取状況をみると（図５）、子どもたち、父親、母親とも80％以上の大が毎日摂取して
いた。野菜をほとんど食べないと回答したのは幼児の父親１名のみであった。これに対し学生は、
毎日摂取はしているものの、１日の平均摂取量が食事バランスガイドで示されている2SV （小鉢
に２杯程度戸日）に満たない者が８割以上であった。一方で学生の母親は、８割以上の大が平均
として１日に2SV 以上の野菜を摂取していた。
健康や栄養面については、幼児の母親に健康への関心があるかを質問したところ（図６）、「関
心が無い」と回答した者は１名もなく、全員が「関心あり」であった（有効回答60名、無効回答
者は複数の選択回答をしていた）。中でも食事についての関心が最も高かった。また、食事や栄
養面で工夫していることを３つ挙げてもらったところ（図７）、「いろいろ食べるようにしている」
と回答した大は52名あり、その内34名が「野菜を食べること」を、22名が「好き嫌いをなくす」を、
併せて選択していた。
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表３　朝食を食べた日と食べない日の違い
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学生とその母親に対しては、食事の
際に栄養バランスを意識しているかど
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３種類の回答を得たため、「いつも意
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回答した者を非意識群として２群に分
類し、関連質問項目のクロス集計を行
った。さらにオッズ比を算出し、95 ％
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図６　健康への関心
信頼区間と尸検定からの有意性を確認した（図８）。
学生の場合、「栄養バランスを意識せずに食事している」群は「意識している」群に対し、「日
中に眠気がある」 オッズ比が5.40［95%  CIに1.57-18.57］、「便秘や下痢をしやすい」オッズ比が
3.75［95%  CIに1.09-12.90］と有意に高かった。有意性はなかったが、朝食の欠食についてのオッ
ズ比も6.18と高かった。また、「意識せずに食事している」群は「自分の食生活をよくない」と
捉えているものの、「健康情報への関心」は低い傾向にあった。
学生の母親の場合は、「栄養バランスを意識せず食事している」群は「意識している」群と比
較し、「健康情報への関心が無い」、「日常習慣的な運動をしない」、「１日の野菜摂取量が少ない」
のオッズ比が有意に高かった。また学生同様、「朝食の欠食」は有意ではなかったもののオッズ
比は2.29であった。また、図には示していないが、学生の母親は68名中34名（50％）の人が運動
を定期的に行っており、その種目は、ウォーキング、ヨガ、ゴルフ、エアロビクス、バレーボー
ル、バスケットボールなど多岐に渡っていた。
食育に関する質問としては、学生の母親と幼児の母親に対し、子どもの食生活での悩みや気に
なった（る）ことを尋ねた（図９）。幼児の母親群では、各項目に分散して７～９名の選択者が
あった。大学生の母親については、20年近く前の話であったためか、半数弱が「特にない」と答
えた。
さらに、幼児の母親に対し実践している食育の内容を尋ねた。同じ選択肢で、大学生の母親に
は実践していた食育および過去の経験を踏まえて現在子育て中の人に勧めたい食育について尋ね
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た（図10）。幼児の母親群では「栄養バランスのとれた食事」が最も多く選択されており、２番
目に「家族や友人と楽しく食事をする」、３番目に「食べ物を大切にする」、４番目に「食事のマ
ナー」が選ばれた。大学生の母親は１番目が「食べ物を大切にする」、２番目が「栄養バランス」、
３番目が「食事の挨拶」、４番目が「家族や友人と楽しく食事をする」であった。順位は異なる
ものの上位４つはほぼ同じ内容であった。異なる点として、幼児の母親が「栄養バランス」と同
程度近く「楽しさ」を選んでいた。
一方、子育てを終えつつある大学生の母親に、現在の視点でこれから子育てをする/子育て中
の人に勧めたい食育を尋ねたところ、上記の「栄養バランスのとれた食事」「食べものを大切に」
「家族や友人と楽しく食事する」の他に、「食材の旬の体験」「食べ物の昧の体験」「栄養の知識」
などが挙げられた。
食事のマナーやしつけを開始した年齢を図11に示す。幼児の母親群は食事のマナーについての
関心が高かったが、大学生の母親群では優先順位が低かった。しかし、食事に関するルール・方
法や保健的なことを含むしつけは、１歳ぐらいから始まり、就学前後の年齢には開始し終えてい
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表４　食育に関して知りたいこと
自由記述内容
お菓子の食べ過ぎ。
サプリメントの効能。
サプリメントの必要性。
バランスよく食べいる子とそうでない子の心身の違いはあるのか。
安全な食物に関しての情報。
食品の安全性。
楽しく食べる食卓と栄養管理とどちらの食育を優先するか。
子どもの心理面では食育をどう思っているか。
甘いジュースに慣れてしまいお茶に戻せなくて困っている。
虫歯になりにくい食生活を知りたい。
なるべく添加物の少ないものを与えたい。
魚類の摂取が少ないが、加工品でも補えるのか。
好き嫌いをなくしたい。
食品の偽装問題などで、食材選びが難しい。
食品業界の人にも食育の基本を協力してほしい( 食の安全)。
夫の外食。
食品添加物の危険性。
青菜( ホウレン草、小松菜、白菜、レタスなど) の摂取方法を知りたい。子どもが細かく切っても食べない。
添加物を抑え、野菜を取り入れた献立例。
親子クッキング教室を開いてほしい。
脳の発達と栄養の関係。
小学校ではお弁当のため、成長期の栄養が足りるか心配。
子どもが空腹の時、食事まで間がある場合はおやつをあげてよいのか。
野菜やその他の食品の生産地やその過程を知りたい。
正しい情報や知識を子どもに教え、食べ物の大切さや感謝の気持ちを学ばせたい。
食育セミナーを受講し、知りたいことは理解できた。
た。
幼児の母親に、食育に関して知りたいことを自由記述で記入してもらったところ（表４）、「お
菓子などの甘味の摂取」「魚類の摂取方法」「食の安全」「サプリメントの効能」「好き嫌いの対策」
「楽しく食べることと栄養管理の両立」「栄養と発達に関するエビデンス」などが挙げられた。
考　察
幼児の母親からは100％の同意を得た。記入会場での回収とはいえ、これだけの回収率であっ
たのは、単なるボランティア精神だけでなく食育（食の問題）への関心が高いためと推測される。
大学生の母親からの有効回答率は約７割であった。調査依頼方法が直接ではなく学生を通しかつ
文書によるものであったこと、また回収方法も郵送による間接的なものであったことを考慮する
と、この回答率は食育への関心の高さを示すものといえる。これらの高い回収率からは、幼児の
母親／大学生の母親ともに食育のみならず子への教育的関心が高いことが覗われ、これは本調査
の対象者集団（コミュニティ）の特徴であるとも考えられる。このような高い回収率のため、調
査対象者の数は総計213名となった。幼児の母親の性格付けについての詳細な情報は無いが、子
供の入園先として本学併設幼稚園を選択している事実から保護者の考え方や幼稚園期からの教育
法を類推すると、教育に関心が高く積極的な層と考えられる。
学生とその母親の生活状況については、同居しているケースがほとんどであった。また、朝食
摂取も全国平均より高かった。但し、学生の86.3% がアルバイト／母親の66.2% が定常的な仕事
をしているためか、一人で食べるという回答が最も多かった。
平成17年度乳幼児栄養調査結果3）によると、朝食を欠食する子どもは約１割と報告されている。
一方、本調査では、食べないと答えたのは138名中７名（5.3％）のみであった。また、平成19年
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度国民健康・栄養調査結果6）では、幼児の父親層と見られる20代、30代、40代の男性に朝食欠
食の増加傾向が見られ、約３割が欠食していると報告されているが、本調査での幼児の父親群は
７割以上がほとんど毎日朝食を摂っていた。「両親揃って子どもと一緒に食べる」「どちらか一方
が一緒に食べている」を合わせると全体の76.0% であり、約８割の家庭において子どもが親と一
緒に朝食を摂っていた。これらの結果から、本調査対象の幼児の家庭は好ましい朝食状況にある
といえる。但し、今後の子どもの成長に伴う受験勉強やお稽古事を考えると、これから朝食欠食
や孤食が増える可能性は否定できない。
大学生とその家庭においても、朝食はほとんど毎日食べる傾向にあることがわかった。食事の
際に栄養のバランスを意識するか否かと朝食の欠食とに相関があると予測したが、学生群、母親
群ともに統計的に有意性のある相関は見られなかった。但し、学生群でのオッズ比は6.18と高か
ったことから、管理栄養士を目指しておらず栄養や健康に対する知識や意識が平均的な大学生で
も同じように相関が無いのか、さらなる調査が必要と考えられる。そしてその結果から、若者層
への食育活動が絞り込まれる可能性がある。国民健康・栄養調査は年代別であるため、10代から
20代にかけて年齢がまたがる大学生の様子は把握しにくい。その意味でも、今後、本調査のよう
な基礎調査を実施していくことは重要であろう。大学生の家庭では、一人で朝食を摂っている者
が多い一方、家族と食事をしている場合の相手は母親か兄弟という回答であったが、父親は朝食
を摂っているのか、その場合に一人で食べているのか、今後のメタボリックシンドローム予防・
改善の健康教育白6）に反映する為にも、それらについても調べる必要がある。
朝食を食べない理由としては、両群とも、「時間がない」「食欲がない」「明確な理由がなくす
でに習慣化」など想定内の答が挙げられた。学生の母親が食べなくなった時期は、それぞれの状
況によるようであった。少ないサンプル数ではあるが、家庭における女性の役割とライフステー
ジの影響が大きいことが覗える。
次に、食品の摂取状況を見るために、牛乳と野菜について解析を行った。この品目を選んだの
は、幼児期において、（１）牛乳（もしくは乳製品）は重要な栄養源である、（２）野菜には噛み
にくく独特の風味もあるため摂取の習慣がつきにくいという特性を持つ、という理由による。ま
た、日本人の成人においても、野菜の摂取不足が指摘されており、健康日本21の目標値(350g/ 田
にはほど遠い現状にある1≒ 同様に乳製品も積極的な摂取は見られない。これらの事柄もこの２
品目を選んだ理由である。まず幼児の家庭であるが、本調査ではほとんどの子どもが牛乳を飲ん
でいた。一般に小学校給食では食物アレルギーが問題となっているが4･18）、本調査対象者の子ど
も達は、アレルギー食品の代表の１つでもある牛乳を安心して飲める体調であることが確認され
た。また学生についても、困難な者以外は少量であっても牛乳を飲んでいることが確認された。
学生の母親については、困難な者以外でも摂取量に大きな差が見られた。しかし、栄養バランス
の意識の有無との有意な関連は見られなかった。
本調査の対象学生は、野菜の重要性・必要量などは十分に理解している学生達ではあったが、
一般若年層と大きな違いがなく、１日の平均摂取量が2SV 未満（約140g 未満）の者が８割以上も
存在した。理由についての詳細な検討が必要であろう。考えられる理由のひとつとしては、授業
終了後にアルバイトをしており夜遅くに帰宅していることが挙げられる。今回は解析していない
が、ほとんどの者が午後12時過ぎすなわち「翌日」に就寝しているようであり、そのようなライ
フスタイルも影響していると思われる。一方、学生の母親は８割以上が上記摂取量を満たしてい
た。但し、平均的成人女性に必要とされる（目標）摂取量である5 ～6SV を摂取している母親は
少数であった。そのためか、食事の際に栄養のバランスを意識している母親グループとそうでな
－38 －
い母親グループとでは、野菜の摂取量に有意な相関が見られた。野菜はどの家庭の冷蔵庫・キッ
チンにも必ず常備され入手も困難ではないが、意識して摂らないと摂取量が多くならないことが、
以上の結果から覗える。幼児の母親も健康・栄養面への関心は高く、特に食事に関して、中でも
野菜の摂取に関して関心が高いことが確認された。これは、野菜の重要性が成人にも成長発達期
にある子どもにも広く啓発されているためと考えられるが、一方で実際に摂取することの難しさ
も確認された。本調査での子ども達は、幼児の母親の働きかけが効いているためか、毎日野菜を
摂る習慣ができていることが確認された。しかし、食育に関する質問に「野菜の食べさせ方を知
りたい」との回答があり、頭ではわかっている事柄を実践に結びつけることの難しさも示唆され
た。
食事の際の栄養バランスへの意識の程度により調査対象者を２群に分類し、他の食生活状況と
の相関を調べた。まず朝食摂取との相関であるが、意外にも栄養バランス意識と朝食の欠食との
間には有意な相関は見られなかった。これは、大半の学生・母親は同じ環境（家庭パこおり、「朝
食を食べる」ことが個々の意識とは別の要素により習慣化されているためではないかと思われる。
しかしその他の項目、「運動習慣」「健康情報への関心」「野菜の摂取量」「日中に眠気がある」「便
秘や下痢をしやすい」などについては有意な相関が見られた。また学生群では、「自分の食生活
はよくない」という項目とも相関が見られた。以上の結果から、意識の高い者が健康の保持増進
に対し行動を以って向かうのは想定通りであるが、意識の低い人達もそれなりに健康・栄養状態
を気にしていることが覗える。すなわち大人への食育プロモーションとしては、意識の低い人及
び意識は高いが行動へ移せない人への働きかけが大事であるといえる。
本調査では、子育て中の世代の母親に対して食育に関する悩みや知りたい事柄を尋ねた。また、
子育てが終わりかけている世代の母親には実践してきた食育を振り返ってもらい、両者の比較検
討を行った。幼児の母親からは「噛まない」「遊び食い」「食事量のムラ」「小食・過食」「ジュー
ス・甘いもの」などの回答が寄せられた。乳幼児栄養調査結果では、「偏食」と「噛まない卜 陥
みが増えていると報告されているが、本調査でも、食品自体よりも食べ方の方に心配・不安が集
中していることが確認された。大学生の母親は、20年近く前を振り返っての設問であったためか、
半数近くが「特にない」と答えている。振り返る期間が長期であるため思い出しにくかったのか、
幼い子どもの子育て時代は多忙で記憶が定かでないのか、実際に心配事がなかったのか、詳細な
理由は分からない。上記の乳幼児栄養調査結果では昭和60年と平成17年を比較しているが、昭和
60年の方が「心配事は特にない」という回答が多い。昭和60年は本調査対象の大学生の母親が幼
児の子育てをしていた時期である。現在子育て中の母親に対しては、情報過多故の心配事有りな
のか、親しいネットワークのない中での子育てに影響されたためか、今後明らかにしていく必要
があると思われる。
本調査では、学生の母親に、子供への食に関するしつけやマナー付けを開始した年齢を思い出
してもらった。母子手帳などに記録があったためか、詳細に時期を記入してくれた回答もあった。
あいさつ、スプーン、歯磨きは最も早い人で１歳前後から、平均的には幼稚園・保育所へ通う前
後あたりから行っていた。知育については早期教育が話題となっているが、食への教育開始も時
期を外さず導人していくことは、母親にだけあるいは子どもにだけではなく、両者に対して行っ
ていくことが重要と思われる。
本調査では、食育に関して知りたいことを幼児の母親に自由記述で回答してもらった。会場で
の短い回答時間にもかかわらず、熱心な記入がされていた。時代のニュースを反映し、食環境と
食の安全に対して関心が高く、時事問題での不透明な事柄に不安を持っているようであった。ま
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た、サプリメントへの関心も高い。食事・栄養の領域においても、幼い子どもの成長を願い、安
全安心を望み、かつ心身・知能の正常な発達を求めている、ことが改めて確認された。
ことさら少子化対策と言わなくても、幼い子どもを守ることは世の中の原理原則であり、命の
誕生の瞬間から母乳栄養を介し子ども達は成長をしていく。食育はその時から開始される。また
それに深く関わるプレ母親・プレ父親への食育も重要である。命を遡るとどこを起源に食育を開
始していくとよいか、広がりが大きくなるが、まずは存在しているコミュニティの問題へとりか
かっていくことがヘルスプロモーションの基本である。学生は、自分の家族、自分の仲間、自分
の同世代への健康教育を行うことが第一である。本調査では、学生らが中心となり自分達を取り
巻く状況の問題点を探し、調査票の立案を行った。また、それを自ら利用することで自分達自身
の問題点も解析中である。実態を把握して課題を見出し、公衆栄養・食育活動への展開を図って
いる段階にある。
本調査により、本学をコミュニティとした食育活動は、一般的な課題とコミュニティ特有の課
題があることが確認された。今後は調査結果を踏まえた食育指導プログラムと食育プロモーショ
ンへの評価方法を開発し、順次評価を行うことが重要である。
～本調査に基づく食育活動～
最後に、社会のニーズ即した食育への取り組みとなるべく、その後、本調査結果に基づいて行
った食育活動を述べておく。実際に本学で、園児、大学生、幼稚園教諭、大学教員が協力して行
った食育事例である。
学生主体で実施する食育活動の事前段階として、本学併設幼稚園にて、大学教員が「生活リズ
ムと食生活、栄養面の充実と食環境（楽しさ）」をテーマに母親への食育講演を行った。次に学
生が、食育の始まりは食べ物が囗に入る前からであるという観点から、衛生面での食育を計画し
実施した。「手洗いの正しい方法と歯磨きの必要性」をテーマに、自作の人形劇や手遊び歌など
を用いて、年少から年長までの園児約100 名に対して食育活動を行った。翌年は、母親への調査
結果から、食環境や食べ物の大切さや食べ物への感謝などについての食育を望んでいることが得
られたため、食環境について、「食べ物の流通、食への感謝」をテーマとして、ペープサートと
お芝居を組み込んだ食育活動を年中の園児約40名に実施した。今後の予定としては、国の調査及
び本調査でも挙がっている食の悩みの１つである「よく噛む」をテーマとした食育活動プログラ
ムを準備中である。このプログラムにおいては、若い世代並びに高齢者にも適用できるような展
開を考えている。本調査で採り上げた「牛乳の摂取」「野菜の摂取」「朝食の欠食」「よく噛む」
などの項目は、若い女性の健康課題にも共通していると考えられる。これに関連して、大学生 一
特に若い女性層に対する食育活動も検討中である。本調査結果から、生涯を通じた女性の健康支
援19）が子どもの食による健康づくりにつながることが覗われたためである。
まとめ
本報告は、本学学生とその母親および併設幼稚園児童の母親を対象として、食育並びに食生活
の状況を調査したものである。得られた結果は以下の通り。
幼児の父親、母親、幼児とその兄弟である子ども達、大学生とその母親の５つ対象者群ともほ
とんど毎日朝食を摂っていた。牛乳も毎日飲む者が多かった。野菜については、特に学生におい
－40 －
て日常的な摂取量が１日2SV 未満と少なかった。学生とその母親については、食事の際の栄養バ
ランスの意識の程度により２群に分類して食生活状況との相関性をみたところ、運動習慣、健康
情報への関心、野菜の摂取量、日中の眠気、便秘や下痢の体調、食生活に関する自己評価などに
有意な相関が見られた。現在子育て中の母親の食育に関する悩みは、噛まない、遊び食い、食事
量のムラ・小食・過食、ジュース・甘いものなど、食材よりも食の摂り方に集中していた。大学
生の母親から子育て中の母親へ勧めたい食育としては、栄養バランスや楽しい食の他に食材の旬
の体験などが選択されていた。野菜の摂取は幼児、学生、母親のどの年代でも意識して取り入れ
ていかなければ摂取できないこと、本調査の対象者の栄養への関心は高いこと、などが確認され
た。
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